
1991年、旭川医科大学医学部医学科卒業。
1995年、旭川医科大学大学院医学研究科を修
了し、博士（医学）を取得する。その後、小児科
専門医として北海道内の病院に勤務しながら、
多くの小児アレルギー患者（食物アレルギー、
アトピー性皮膚炎、気管支喘息など）の診療に
当たる。2014年6月より神奈川県立保健福祉
大学教授となり、小児科学、一般臨床医学など
の医学系講義を担当している。

2006年、慶應義塾大学大学院政策・メディア
研究科後期博士課程修了。大学院時代は、東南
アジア農村部をフィールドに、経済発展に伴う
暮らしの変化を調査。IGESではこれまで国際
環境協力の支援や、福島第一原発事故後の生活
再建に関するプロジェクトに従事。現在は、国
連持続可能な消費と生産10年計画枠組み「持
続可能なライフスタイル及び教育プログラム」
の調整デスクを担当しながら、アジア諸国を主
な対象に、持続可能な消費に関する政策やコミ
ュニティの取組みを研究。

2007年、九州大学理学部生物学科卒業。
2009年、九州大学大学院理学府生物科学専
攻修士課程修了。2012年、九州大学大学院シ
ステム生命科学府博士課程を修了し、博士(理
学)を取得する。
専門は生命現象を数学的に表現することを目的
とする数理生物学、主に免疫系やウイルスの増
殖に関する生命現象を進化と数理の観点から
研究している。

ご来場の方々とともに２つ
のレクチャーを深めていく
ため、質疑応答や意見交換
を行います。

当日はUstreamを使ってプログラムの一部を動画配信いたします。「カフェ・インテグラル食の安全」

食物アレルギー
の症状と
その対応
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食卓の安心と生産者の
安心をつなぐには？
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★お申込み：メールまたはFAXで、①お名前 ②住所 ③電話（FAXもあれば）④メールアドレス ⑤ご所属 ⑥この講演で特に聞きたいこと
　　　　　　　　　　　　　　　 ⑦この催しをどこで知ったか を添えてお申込みください。
★定員：50名（先着順）★申込締切：2016年1２月５日(月)　
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［お問い合わせ］



○徒歩でお越しの場合（京急・県立大学駅から）
1.県立大学駅改札口（１カ所）を出て、国道16号線に向かって約160m直進
　します（少し下り坂になっています）。
2.国道16号線を交差点「県立大学駅入口」で渡り、さらに約100m直進し
　ます。
3.突当りの横断歩道を渡り、高層マンション「リーデンスコート」がわで
　左折して約90m直進し、信号のある交差点を渡らずに右折します。
4.信号のある交差点を１つ通過して約280m進むと会場入口に着きます
 （守衛室があります）。

○バスでお越しの場合（ＪＲ横須賀駅もしくは京急・横須賀中央駅から）
　須12、須13系統
　「平成町循環」行き 「日の出町三丁目」または「安浦二丁目」下車
　須22系統
　「防衛大学校」行き 「聖徳寺坂下」下車
　須24系統
　「観音崎」行き 「聖徳寺坂下」下車
　須26系統
　「かもめ団地」行き 「聖徳寺坂下」下車
　須27系統
　「堀内」行き 「聖徳寺坂下」下車

「みんなで語る食の安全・安心ー食物アレルギーと地産地消ー」

※お車でのお越しはご遠慮ください。

会場：神奈川県立保健福祉大学・管理図書館棟
　　  大会議室
　　　 住所：神奈川県横須賀市平成町1-10-1

２０１６年１２月５日（月）締切


